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月月 11日日

交通ルールを守ります !交通ルールを守ります !
みずほ保育園で行われた交通安全教室みずほ保育園で行われた交通安全教室（５月 18 日）（５月 18 日）
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て
村
民
の
皆
さ
ま
の
情
報
通
信
機

て
村
民
の
皆
さ
ま
の
情
報
通
信
機

器
の
使
用
状
況
や
ご
意
見
等
を
お

器
の
使
用
状
況
や
ご
意
見
等
を
お

聞
き
す
る
た
め
に
全
世
帯
を
対

聞
き
す
る
た
め
に
全
世
帯
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。
す
。

　

調
査
票
は
、
行
政
区
長
を
通
じ

　

調
査
票
は
、
行
政
区
長
を
通
じ

て
配
布
し
、
七
月
二
十
六
日
ま
で

て
配
布
し
、
七
月
二
十
六
日
ま
で

に
回
収
す
る
予
定
で
す
。

に
回
収
す
る
予
定
で
す
。

　　

今
回
実
施
し
ま
す
ア
ン
ケ
ー

今
回
実
施
し
ま
す
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

ト
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

て
統
計
的
に
処
理
し
、
記
入
さ

て
統
計
的
に
処
理
し
、
記
入
さ

れ
た
内
容
が
外
部
に
漏
れ
た
り
、

れ
た
内
容
が
外
部
に
漏
れ
た
り
、

ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
に
ご
迷

ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
あ
り

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

今
後
、
村
で
は
村
民
の
皆
さ

　

今
後
、
村
で
は
村
民
の
皆
さ

ま
の
率
直
な
ご
意
見
を
反
映
し
、

ま
の
率
直
な
ご
意
見
を
反
映
し
、

村
の
情
報
整
備
基
盤
の
計
画
策

村
の
情
報
整
備
基
盤
の
計
画
策

定
の
重
要
資
料
と
さ
せ
て
い
た

定
の
重
要
資
料
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

だ
き
ま
す
。

　

住
み
や
す
い
西
郷
村
を
作
る
た

　

住
み
や
す
い
西
郷
村
を
作
る
た

め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
に
光光
は
、
必
要
で
す
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
早
く
、
よ
り
快
適
に

　
　

西
郷
村
の
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
と
、
何
の
ス
ト
レ
ス

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
と
、
何
の
ス
ト
レ
ス

も
な
く
瞬
時
に
画
面

も
な
く
瞬
時
に
画
面  

が
切
り
替
わ
り
ま
す
か
？

が
切
り
替
わ
り
ま
す
か
？

　

高
速
大
容
量
の
デ
ー
タ
通
信
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

　

高
速
大
容
量
の
デ
ー
タ
通
信
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

映
像
や
音
声
な
ど
の
大
き
な
デ
ー
タ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

映
像
や
音
声
な
ど
の
大
き
な
デ
ー
タ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
、
映
像
を
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
当
た
り

で
き
、
映
像
を
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
当
た
り

前
に
な
り
地
域
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

前
に
な
り
地
域
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら

　

し
か
し
な
が
ら
本
村
に
お
い
て
は
、
近
年
の
情
報
化

本
村
に
お
い
て
は
、
近
年
の
情
報
化

技
術
の
著
し
い
進
展
の
中
で
、
地
域
高
度
情
報
化
の
基

技
術
の
著
し
い
進
展
の
中
で
、
地
域
高
度
情
報
化
の
基

盤
が
遅
れ
、
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
整
備
が
整
え

盤
が
遅
れ
、
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
整
備
が
整
え

ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
情
報
通
信
技
術
の
発
展

は
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
に
伴

い
、
従
来
の
電
子
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
な
ど
に
加
え

て
、
動
画
や
音
楽
な
ど
の
大
容
量

の
デ
ー
タ
通
信
が
容
易
に
で
き
る

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
へ
と
確
実

に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
地
方
は
、
都
市
部
と

の
情
報
格
差
が
ま
す
ま
す
広
が
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
網
の
敷
設
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
あ
る

程
度
ま
と
ま
っ
た
利
用
者
が
見
込

め
る
都
市
部
か
ら
整
備
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
今
後
地
方
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
が
加
入

促
進
を
図
り
、
一
定
以
上
の
利
用

者
が
見
込
め
る
地
域
を
優
先
的
に

整
備
す
る
方
針
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
西
郷
村
に
お
い
て
は
、

新
白
河
駅
周
辺
を
中
心
に
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
が
利
用
で
き
る
地
域
が

一
部
あ
り
ま
す
が
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
利
用
出
来
な
い
地
域
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。

　

西
郷
村
全
体
が
光
フ
ァ
イ
バ
網

の
整
備
に
よ
り
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
を
利
用
で
き
る
環
境
が
、
新

た
な
社
会
活
動
、
経
済
活
動
の
可

能
性
を
広
げ
、
地
域
の
発
展
の
た

め
の
重
要
な
手
段
と
な
る
こ
と
か

ら
村
で
は
、各
種
団
体
と
連
携
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
対
し
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
推
進
を
お
願
い
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

西
郷
村
情
報
通
信
環
境
に
関
す
る

西
郷
村
情
報
通
信
環
境
に
関
す
る

　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す

西郷村がもし高速ブロードバンド西郷村がもし高速ブロードバンド
通信のできる村になれば通信のできる村になれば

　

　ブロードバンド（Broadband）を日本語

に訳すと、「広い帯域」になります。つまり、

ブロードバンドとは、従来の加入電話回線

を利用した、ダイヤルアップでのインター

ネット接続とは異なり、映像や音楽などの

大容量データを快適に送受信することがで

きる「高速のインターネット接続環境」の

ことを言います。ブロードバンドでは、大

容量データのダウンロード時間が少なく、

すぐに画面表示できるため、ホームページ

等の表現が向上し、映像配信や音楽配信な

どの充実や、ネットショッピングの利用拡

大につながっています。

ブロードバンドとはブロードバンドとは

　西郷村で仮に光ファイバ網が全域に整備されると、インターネットの通信速度があがるだけで西郷村で仮に光ファイバ網が全域に整備されると、インターネットの通信速度があがるだけで
なく、なく、動画等の大容量のデータ通信が容易にできるようになる他、下記のような利活用が考えら動画等の大容量のデータ通信が容易にできるようになる他、下記のような利活用が考えら
れます。れます。

・西郷村の観光スポットや景色などをライブカ

　メラにて映像配信することができる。

・地域の特産品を映像で配信することにより、

　ネットショップの開設や新たな販売経路の確

　保ができる。

　・お祭りや花火大会等のイベントを映像にて

　　配信することができる。

地域情報の発信の強化・離れて暮らす子供や孫とテレビ電話を利用し

　て顔を見ながら話すことができる。

・動画を利用した災害情報を流したり、河川や

　土砂崩れ危険箇所などを映像で確認すること

　ができる。

・携帯電話の不通話地域の解消に光ファイバ

　網を利用することができる。

生活・行政サービスの向上

　　　　・双方向映像を利用し、他校生徒と一

　　　　　体感を持った授業ができる。

・通学路の危険箇所等にカメラを設置して児童

　及び生徒の安全を確保することができる。

・遠隔地にいながら双方向映像通信を利用し

て、専門的な講座等が受講できる。

教育・学習機会の充実

・一人ぐらしの高齢者の在宅健康管理や健康相

　談を双方向映像を利用して行うことができる。

・企業誘致には、必須のものである事から企業

　誘致を促進させ、働く場所の提供ができる。

医療・福祉と雇用拡大

光光ファイバ網をファイバ網を
　　使った利活用　　使った利活用

　

私
た
ち
は
、
普
段
、
テ
レ
ビ

私
た
ち
は
、
普
段
、
テ
レ
ビ

や
電
話
な
ど
の
情
報

や
電
話
な
ど
の
情
報
通
信
機
器

通
信
機
器

を
当
た
り
前
に
利
用
し
て
い
ま

を
当
た
り
前
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
す
。
便
利
に
な
る
携
帯
電
話
や

便
利
に
な
る
携
帯
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通

信
機
器
も
、
快
適
に
利
用
す
る

信
機
器
も
、
快
適
に
利
用
す
る

た
め
の
光
フ
ァ
イ
バ
網
等
が
な

た
め
の
光
フ
ァ
イ
バ
網
等
が
な

け
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

け
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
通
信

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
通
信

利
用
環
境
は
、
民
間
電
機
通
信

利
用
環
境
は
、
民
間
電
機
通
信

事
業
者
が
整
備
を
進
め
て
い
ま

事
業
者
が
整
備
を
進
め
て
い
ま

すす
が
、
不
採
算
地
域
で
は
、
そ

が
、
不
採
算
地
域
で
は
、
そ

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
現
在
、
村
内
に
お
い

状
で
す
。
現
在
、
村
内
に
お
い

て
も
て
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
事
業
者
に
よ

等
の
事
業
者
に
よ

り
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
さ
れ

り
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
さ
れ

て
い
る
地
区
と
未
整
備
の
地
区

て
い
る
地
区
と
未
整
備
の
地
区

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
都
市
部
と
の

　

村
と
し
て
は
、
都
市
部
と
の

情
報
格
差
は
、
村

情
報
格
差
は
、
村
政
の
発
展
に

政
の
発
展
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

考
え
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

考
え
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
小
中
学
校
の
学
習
教
育
に
も

や
小
中
学
校
の
学
習
教
育
に
も

格格
差
が
生
じ
か
ね
な
い
問
題
と

差
が
生
じ
か
ね
な
い
問
題
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。

と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
地
域
情
報
化
に
関
し

　

村
で
は
、
地
域
情
報
化
に
関
し

情
報
通
信
環
境
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
調
整
課

☎　

２
５
｜
２
９
４
３

西
郷
村
の
状
況
と
対
策

西
郷
村
の
状
況
と
対
策
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女子プロゴルフトーナメント　　　
「リゾートトラストレディス」開催　

　

今
年
で
三
回
目
と
な
る
リ
ゾ
ー

ト
ト
ラ
ス
ト
レ
デ
ィ
ス
が
、
今
年

も
六
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
村

内
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白
河
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
二
日
、
三
日
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら

一
万
五
千
人
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
回
優
勝
し
た
二
十
歳
の
上
田

桃
子
選
手
を
は
じ
め
、
昨
年
優
勝

し
た
中
田
美
枝
選
手
や
昨
年
の
賞

金
女
王
大
山
志
保
選
手
、
大
人
気

の
横
峯
さ
く
ら
選
手
な
ど
、
一
○

八
名
の
日
本
の
女
子
ト
ッ
プ
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
上
田
桃
子
選
手
に

は
、
村
の
地
場
産
品
詰
め
合
わ
せ

目
録
が
、
村
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
こ
の
大
会
に
は
、
村
の
体

育
協
会
か
ら
六
十
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
運
営
に
あ
た
り
ま
し

た
。
三
日
間
記
録
を
担
当
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
ス
タ
ー
ト

か
ら
最
終
ホ
ー
ル
ま
で
緊
張
の
連

続
で
し
た
が
、
大
会
が
無
事
終
了

し
、
安
心
し
ま
し
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

▲３日間の大会でギャラリーの誘導等、大会運営を裏
で支えたボランティアのみなさん

▲優勝した上田桃子選手に地場産品
目録を贈呈する村長

▲注目の横峯さくら選手
‘ナイスショット’

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が

　
　
　

   

七
月
十
六
日
〜
二
十
五
日
ま
で
開
催

　

村
で
は
毎
年
六
月
六
日
を
無
事

故
・
無
違
反
の
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、

各
小
学
校
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

　

パ
レ
ー
ド
に
は
、
村
長
、
副
村

長
、
教
育
長
を
は
じ
め
、
村
の
交

通
対
策
協
議
会
、
交
通
安
全
母
の

会
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
ま
し

た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
は
、
児
童

の
演
奏
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

▲米小鼓笛パレード (6/5)▲小田倉小鼓笛パレード (5/24)▲羽太小鼓笛パレード（5/23)

▲熊倉小鼓笛パレード（6/6） ▲交通安全母の会のみなさん

６月６日西郷村無事故・無違反の日

　

交
通
事
故
が
増
加
中
で
す
！

　

白
河
警
察
署
管
内
で
の
交
通
事

故
が
、四
月
以
降
増
え
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
、
飲
酒
運
転
を
す
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、
酒
を
飲
ま
せ
た
人
も
飲

酒
運
転
と
知
り
な
が
ら
同
乗
し
た

人
も
犯
罪
者
で
す
。
ち
ょ
っ
と
だ

か
ら
大
丈
夫
と
い
う
安
易
な
気
持

ち
が
、
あ
な
た
の
人
生
を
崩
壊
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
未
装

着
、運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
も
、

交
通
違
反
で
す
。　

　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
夏
季
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
も

ち
ろ
ん
、
後
部
座
席
も
含
め
て
、

車
に
乗
る
際
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
中
の
携
帯
電
話
は
、
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う

　
　

１月 ２月 ３月 ４月 ５月

発生件数 ４３　（－２４）４５　（－１１）４３（－２１）５１（＋１４） ５４　（＋６）

死者数 ０　　（±０） ０　　（±０） ０　（－１） ０　　（－１） ２　（＋１）

傷者数 ５５（－２１）５７（－１３）６１（－１４）６３（＋１６） ７１　（＋６）

白河警察署管内での交通事故件数　　　　（　）前年度比

 

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

　

家
庭
か
ら
交
通
事
故
の
被
害

者
や
加
害
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
毎
日
、
愛
の
一
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

▲みずほ保育園での交通安全教室 (5/18)▲まきば保育園での交通安全教室 (5/22)
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<平成 18 年度河川水質検査結果表>
検査項目 基準値 阿武隈川 堀　川 谷津田川 真名子川 黒　川

pH
6.5 以上

8.5 以下

上流 7.1 No.1 7.3 No.1 7.1 上流 7.2 上流 7.5 
中流 7.2 No.2 7.3 No.2 7.3 下流 7.1
下流 7.2 No.3 7.4 No.3 7.3 

DO
〔mg/ ℓ〕

7.5mg/ ℓ以上
上流 10.3 No.1 10.1 No.1 9.6 上流 8.0 上流 11.1 
中流 10.8 No.2 10.5 No.2 10.4 下流 10.4 
下流 10.7 No.3 10.7 No.3 8.2 

DO飽和率
〔％〕

上流 95 No.1 95 No.1 93 上流 98 上流 104
中流 98 No.2 100 No.2 104 下流 100 
下流 104 No.3 105 No.3 88 

BOD 2mg/ ℓ以下
上流 0.5 No.1 0.8 No.1 1.2 上流 0.9 上流 1.2 
中流 0.8 No.2 1.3 No.2 1.7 下流 1.2 
下流 1.0 No.3 1.7 No.3 5.7 

CODMn
〔mg/ ℓ〕

上流 0.8 No.1 1.0 No.1 2.4 上流 2.0 上流 1.6
中流 1.0 No.2 2.9 No.2 3.1 下流 2.0 
下流 1.6 No.3 3.0 No.3 4.0 

ＳＳ
〔mg/ ℓ〕

25mg/ ℓ以下
上流 1.9 No.1 1.1 No.1 5.1 上流 1.1 上流 2.1 
中流 1.5 No.2 9.3 No.2 5.4 下流 3.3 
下流 1.8 No.3 6.8 No.3 9.5 

大腸菌群数 (M)
〔MPN/100mℓ〕

1,000MPN/
100mℓ以下

上流 1,100 No.1 4,400 No.1 20,000 上流 540 上流 2,200 
中流 2,900 No.2 23,000 No.2 57,000 下流 23,000 
下流 6,500 No.3 19,000 No.3 45,000

全窒素
〔mg/ ℓ〕

上流 0.21 No.1 0.53 No.1 1.35 上流 0.36 上流 0.90 
中流 0.72 No.2 1.16 No.2 1.68 下流 0.59 
下流 0.63 No.3 1.25 No.3 15 

全リン
〔mg/ ℓ〕

上流 0.007 No.1 0.009 No.1 0.067 上流 0.017 上流 0.047 
中流 0.02 No.2 0.067 No.2 0.064 下流 0.039 
下流 0.02 No.3 0.056 No.3 0.091 

●調査地点

　

村
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
、
堀
川
、
谷
津
田
川
、
真
名
子
川
及
び
黒

川
の
水
質
汚
濁
の
現
状
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
水
質
保
全
を

図
る
た
め
、
平
成
十
八
年
（
五
月
、
八
月
、
十
二
月
）
及
び
平
成

十
九
年
（
二
月
）
の
計
四
回
の
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
そ

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

・ｐＨ（水素イオン濃度）
　中性・アルカリ性・酸性を示す指標。
・ＤＯ（溶存酸素量）
　水中に溶けている酸素の量。
・ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　水中の有機物による汚濁状況を判断する指数。
・ＣＯＤ（科学的酸素要求量）
　被酸化性物質を酸化剤によって科学的に酸化
　した際に消費される酸素量を示す。
・ＳＳ（浮遊物質）
　水中に浮遊している粒径２ミリ以下の物質。

●
谷
津
田
川

　

ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ

は
上
流
部
か
ら
下
流
部
の
図
示
谷
津

田
川
３
地
点
よ
り
急
激
な
濃
度
の
上

昇
が
み
ら
れ
る
。
全
窒
素
に
つ
い
て

は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
同
様
下
流
部
で
の

大
幅
な
濃
度
の
上
昇
が
見
ら
れ
、

全
リ
ン
に
つ
い
て
も
下
流
部
に
濃
度

の
上
昇
が
見
ら
れ
た
。
上
流
部
、
中

流
部
で
は
年
間
平
均
値
で
基
準
値
を

下
回
っ
て
い
る
が
、
下
流
部
で
は
基

準
値
を
超
過
し
て
い
る
。
ま
た
最
下

流
部
で
測
定
し
た
健
康
項
目
に
つ
い

て
は
、
特
に
問
題
に
な
る
よ
う
な
項

目
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
谷
津
田
川
は
上
流
・
中
流
部
で

は
良
好
な
水
質
で
推
移
し
て
い
る

が
、
下
流
部
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
や
全
窒
素

な
ど
が
著
し
く
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

●
真
名
子
川

　
ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は

低
い
値
を
示
し
て
お
り
、
全
窒
素
、

全
リ
ン
は
、
下
流
部
で
や
や
上
昇
し

て
い
る
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、

上
流
部
に
お
い
て
わ
ず
か
に
濃
度
の

増
加
が
見
ら
れ
、
下
流
部
は
わ
ず
か

に
濃
度
の
減
少
が
見
ら
れ
た
。

　
●
黒
川

　
ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
健

康
項
目
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
と

な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。
黒
川
は
季

節
変
動
も
少
な
く
一
定
の
水
質
を
示

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
で
は
安
定

し
た
水
質
を
保
っ
て
い
る
。

●
阿
武
隈
川

　
ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
の
年

間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル
カ
リ
性
を
示

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
の
値
は
上
流
部
か
ら
流
下
に

伴
い
濃
度
は
わ
ず
か
に
上
昇
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
全
窒
素
・
全
リ
ン
は
、

下
流
部
よ
り
も
中
流
部
が
若
干
高
い

値
を
示
し
た
。

　

ま
た
最
下
流
部
で
測
定
し
た
健
康

項
目
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
特

に
問
題
と
な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

阿
武
隈
川
は
環
境
基
準
A
類
型
（
Ｂ

Ｏ
Ｄ
２
㎎
／
１
）
に
あ
て
は
め
ら
れ

て
い
る
水
域
で
あ
る
が
、
過
去
七
年

間
平
均
値
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
い

る
。

●
堀
川

　

ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
は
上

流
部
か
ら
流
下
に
伴
い
濃
度
が
わ
ず

か
に
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

全
窒
素
は
流
下
に
伴
い
濃
度
が
上

昇
し
て
い
る
。
全
リ
ン
は
下
流
部
よ

り
も
中
流
部
が
若
干
高
い
値
を
示
し

た
。
環
境
基
準
A
類
型
と
比
較
す
る

と
各
地
点
と
も
に
年
間
平
均
値
で

は
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま

た
、
最
下
流
部
で
測
定
し
た
健
康
項

目
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
特
に

問
題
と
な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

　

堀
川
は
、
上
流
部
に
お
い
て
平
成

十
五
年
度
か
ら
徐
々
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
上

昇
が
見
ら
れ
て
い
る
。
中
・
下
流
部

に
お
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
ま
で

は
上
昇
が
み
ら
れ
た
が
、
今
年
度
は

減
少
し
た
。

村
内
河
川
の
水
質
調
査
を
実
施
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・大腸菌群数
　大腸菌とよく似た性質を持つ菌の総称で、
　特別の細菌がいるということではない。
・全窒素
　水中に含まれる窒素量を示す。
・全リン
　水中に含まれるリン量を示す。

※生活環境の保全に関する環境基準（河川）、Ａ類型に該当するのは阿武隈川・黒川です。

▼
米
字

　

椙
山
、
杶
窪
、
西
原
、
的
石
前
、

　

向
山
、
杉
山
前
、
山
下
の
一
部

▼
熊
倉
字

　

折
口
原
の
一
部

▼
真
船

　

茂
助
屋
敷
、
離
山
、
宇
津
木

　

窪
の
一
部

▼
小
田
倉
字

　

向
原
、
後
原
、
原
中
、
小
田
倉

　

原
、
狼
山
合
、
中
庄
司
の
一
部

手
続
き
・
工
事
が
必
要
で
す

手
続
き
・
工
事
が
必
要
で
す

　

実
際
に
下
水
道
を
使
用
す
る
た

め
に
は
、
受
益
者
の
申
告
や
負
担

金
・
分
担
金
の
納
付
の
手
続
き
、

排
水
設
備
の
工
事
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

西
郷
村
は
、
旧
国
土
庁
（
現
国

土
交
通
省
）
の
「
水
の
郷
百
選
」

に
選
ば
れ
た
「
阿
武
隈
川
の
源
流

の
郷
」
で
す
。
自
然
を
大
切
に

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
一
日
も

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。　

下水道処理区域が拡大されました

新
た
に
供
用
開
始
で
き
る
区
域

新
た
に
供
用
開
始
で
き
る
区
域

◉下水道に関するお問い合わせは

■問い合わせ　上下水道課 下水道業務係
　　　　　　　　☎２５－２９１２
　　　　　　　　�jougesui@vill.nishigo.fukushima.jp

・受益者負担金について　　　・下水道の使用量について
・排水設備工事について　　　・その他下水道に関すること
・水洗トイレ改造資金の助成制度及び融資あっせん制度について

8CDEFGH+�IJKLM,

NNNOFPFPQ

【【DATADATA】】

平成 19 年４月１日現在で供用開始されている区域 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〜
「
源
流
の
郷
・
き
れ
い
な
川
も
一
滴
の
水
か
ら
」
〜

〜
「
源
流
の
郷
・
き
れ
い
な
川
も
一
滴
の
水
か
ら
」
〜
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　世代間交流事業で西郷村立幼稚園の園児と地

域のおばあちゃんが、よもぎのかしわもち作り

を体験しました。園児たちが散歩の時に摘んだ

よもぎや幼稚園の園庭にあった、かしわの葉を

使いました。、できあがったよもぎのかしわも

ちをおばあちゃんと一緒においしそうに食べて

いました。

　緊張した表情で食事をしているのは、西郷第

二中学校の 2 年生のみなさんです。　　　　

　ナイフやフォークに慣れ、料理をおいしく楽

しく食べてもらうために、学校給食センターの

主任栄養技師である三森美智子先生の指導によ

り、テーブルマナーを体験しました。はじめに、

基本的マナーの講義を受け実践に入りました。

生徒たちは徐々に慣れ、おいしい料理を味わっ

ていました。

　これからの観光シーズンに向け、甲子の国道

289 号沿線を花いっぱいにして観光客に楽しん

でもらおうと、ヘメロカリスの花苗 1,900 本が、

植栽されました。村の文化協会や、甲子高原行政

区、那須甲子青少年自然の家、県南建設事務所等

のみなさん 120 名が、ボランティアとしてこの

作業にあたりました。ヘメロカリスはユリ科の花

で、見事な花を咲かせてくれることでしょう。

　毎年恒例の赤面山山開きが行われ、この日を

待っていた 600 名の登山者が頂上を目指しまし

た。朝７時より旧白河高原スキー場センター前で

受付、８時より安全祈願の神事が行われました。

参加者には、甲子温泉の半額入浴券の配布やお楽

しみ景品が当たる抽選などが行われました。

　また、商工会女性部のみなさんによる豚汁の無

料サービスも、大変喜ばれました。

　上羽太天道念仏踊りは、五穀成就と村の安全を祈願する祭
りが、念仏と結びついたもので、福島県指定重要無形民俗文
化財に指定されています。男子のみが踊り、羽太小の子ども
たちにも伝承されており、新しい上羽太コミュニティセン
ターの前で披露されました。

　川谷保育園児が役場を訪れ花をプレゼントし

ました。川谷保育園では花の日を設け、その日

に各家庭より持ち寄った花を公共施設等にプレ

ゼントしています。この日、マーガレットやカ

ラー、カスミソウ、ナデシコなど色とりどりの

花を菊池副村長に手渡しました。花は早速、村

長室や窓口に飾られました。

    

▲羽太小の子どもたちも素足で一緒に踊ります。 ▲男性が全身で律動的に踊る姿は豪快そのものです。

▲揃いの浴衣に豆絞りの鉢巻きを締め、桃色のタスキを背中で蝶結び
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R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
[
0
1

新
着
図
書

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
自
分
ら
し
く

　

福
島
県
の
歴
史
散
歩

　

夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女

　

鈍
感
力

　

ま
ん
ま
こ
と

　

病
気
に
な
ら
な
い
生
き
方
２　
　
　

 

   

こ
う
ち
ゃ
ん
の
簡
単
料
理
レ
シ
ピ

　

帝
都
幻
談
（
上
）（
下
）　　

　

精
霊
の
守
り
人
・
闇
の
守
り
人　
　

 

   

ま
ぜ
こ
ぜ
シ
チ
ュ
ー

　

わ
が
ま
ま
い
も
う
と　
　
　
　
　
　

  

    

十
二
歳
の
文
学

　

さ
き
ご
ろ
平
成
十
九
年
度
第

一
回
購
入
図
書
選
定
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
菊

地
芳
枝
（
社
会
教
育
委
員
）、

副
委
員
長
半
澤
勇
一
郎
（
校
長

会
）、井
戸
沼
俊
郎
（
教
頭
会
）、

筒
井
鈴
枝
（
幼
稚
園
）、
有
賀

圭
子
（
公
運
審
委
員
）、
根
本

真
由
子
（
保
育
園
）、
須
藤
さ

ち
子
（
村
司
書
）
の
七
名
の
委

員
に
よ
る
助
言
を
い
た
だ
き
、

今
回
購
入
す
る
図
書
約
二
百
冊

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

「 自動車交通による 排出量削減 」

■問合せ　税務課　☎２５－１１１３

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「介護保険料について」
シリーズ─⑦

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●特別徴収（年金からの天引き）

●普通徴収（納付書または口座振替）
　特別徴収（年金からの天引き）ができない人は、納付書または口座
振替で納めていただきます。普通徴収の納期は９回で、納期限（口座
振替日）は下記のとおりです。

　老齢・退職（基礎）年金が年額 18 万円以上の人は、年金の定期払
いの際（年６回）、年金の受給額からあらかじめ介護保険料が差し引
かれます。

西郷村中央公民館図書室だより

N\N]

　国民のライフスタイルは無尽蔵のエネルギーを消費す
ることによって、個人の生活の豊かさを享受することを
前提としてきました。
　しかしこれからはそういう発想を大転換し、環境に配
慮しエネルギーを極力使用しないことを国民運動として
展開していくことが重要です。2005 年２月に「京都議
定書」が発効し、日本は 2012 年には 1990 年比で６％
の削減義務が課せられています。
　こうした中で車社会は、人類にはかりしれない恩恵を
もたらしましたが、大気汚染という環境公害も生みまし
た。

　技術開発の進歩により、低公害車やバイオ燃料車等に
より地球温暖化ガスの削減が進みつつありますが、自動
車交通による 排出量を削減する方法を、出来るとこ
ろから努力することが重要です。
　エネルギー資源を無駄にしない、空気を汚さないとい
う点では、徒歩や自転車が最も優れた交通手段でありま
すが、それらをカバーできない中・長距離の移動に関し
ては、公共交通機関がより環境にやさしい交通手段とい
えますので、公共交通機関をうまく組み合わせた環境配
慮型の交通手段の利用をお願いします。

^
_`
a

　

国
道
二
八
九
号
線
を
役
場
か
ら
甲
子
方
面
に
向
か
い
、

折
口
の
桜
の
木
と
石
造
物
が
目
印
の
分
岐
点
を
右
に
行

き
、
阿
武
隈
川
を
渡
る
と
追
原
の
集
落
に
入
り
ま
す
。
追

原
に
は
愛
宕
神
社
と
大
山
祇
神
社
の
二
社
が
あ
り
ま
す
。

  

愛
宕
神
社
は
自
衛
隊
の
演
習
場
の
北
側
の
小
高
い
丘
に

あ
り
ま
す
。「
愛
宕
神
社
」
と
書
か
れ
た
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

お
よ
そ
百
四
十
段
の
石
段
を
登
る
と
、
愛
宕
神
社
の
お
札

が
納
め
ら
れ
た
石
祠
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
以
前
は
、
集

落
の
人
達
が
重
箱
持
参
で
共
同
飲
食
す
る
豊
年
祭
り
が
あ

り
、
飲
食
の
前
に
念
仏
衆
が
火
伏
せ
（
防
火
）
の
念
仏
を

唱
え
た
そ
う
で
す
。

bcdef�ghij�k `lm nionp�qr��
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sv
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大
山
祇
神
社
は
、
追
原
の
集
落
の
北
に
あ
り
、

西
会
津
町
野
沢
の
大
山
祇
神
社
を
勧
請
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
勧
請
さ
れ
た
時
期
は

不
明
で
す
が
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
に
書

か
れ
た
『
白
河
風
土
記
』
に
は
、「
山
住
明
神
社
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

愛
宕
神
社
は
防
火
の
神
さ
ま
と
し
て
、
大
山

祇
神
社
は
豊
作
の
神
さ
ま
と
し
て
、
ど
ち
ら
も

日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
神
さ
ま

で
す
。　
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仮徴収 本徴収
４月

（第１期）

６月

（第２期）

８月

（第３期）

10月

（第４期）

12月

（第５期）

翌年２月

（第６月）
前年度２月の保険料額と同じ額を納めます。確定した年間保険料額から、４～８月納め

た額を差し引きし、３回に分けて納めます。

※対象の年金を受給していても、次の場合には、普通徴収（納付書・口座振替で
　の納付）となる場合があります。
・年度の途中で 65 歳になったとき　
・転出や転入をしたとき
・所得段階が変更になったとき（所得金額が下がった時のみ）
・年金を担保にして、お金を借りているとき

※徴収の方法が変更になる場合はご連絡します。
※納期の回数や納め方により、納期１回あたりの保険料が均等にならない場合が
　ありますが、１年間で年間保険額になるよう調整します。
※平成 19 年４月から特別徴収への切り替えが、年１回（10 月）から、年６回（特
　別徴収期別ごと）になりました。
※４月１日から各種納付書について「西郷村収入役」から「西郷村会計管理者」
　に変わっております。（地方自治法の改正による）

第１期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期
平成 19年
７月 31日 ８月 31日 10月１日 10月 31日 11月 30日

第 6期 第 7期 第 8期 第 9期

12月 28日
平成 20年
１月 31日 ２月 29日 ３月 31日
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戸
籍
証
明
書
発
行
業
務
一
部
停
止

の
お
知
ら
せ

　

戸
籍
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
に
伴
い
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
戸
籍
証
明
書
発

行
業
務
が
次
の
と
お
り
停
止
さ
れ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
発
行
停
止
期
間　

８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

●
発
行
で
き
な
い
証
明
書

　

・
戸
籍
（
除
籍
）
謄
本
・
抄
本

　

・
戸
籍
の
附
票
（
除
票
）

　

・
改
製
原
戸
籍
謄
本
・
抄
本

　

・
身
分
証
明
書

　

・
外
国
人
記
載
事
項
証
明
書

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
は
、
７
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
昨
年
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
が
、
平
成
19
年
４
月
１
日
よ
り

国
民
健
康
保
険
税
医
療
分
年
税
額
の
最
高

限
度
額
が
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
変
わ
り

ま
し
た
。

※
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
な
ど
に

切
り
替
え
た
方
で
、
国
民
健
康
保
険
を
離

脱
す
る
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
健
康

推
進
課
国
保
係
（
又
は
住
民
生
活
課
住
民

係
）
の
窓
口
で
国
保
資
格
喪
失
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
18
年
中
の
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
方
は
、
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必

要
で
す
。
申
告
を
し
な
い
と
税
の
軽
減
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
申
告

は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
早

●歯科医　休日当番日
  7. 1 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184
  7.  8 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191
  7.15 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-2029
  7.16 す ず き 歯 科（矢吹町）☎ 44-5555
  7.22 須 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6460
  7.29 高 久 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-3639

●今月の納税

固 定 資 産 税（第２期）
国民健康保険税（第１期）
介 護 保 険 料（第１期）
7 月 31 日（火）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

　

用
す
る
こ
と
。

⑶
盛
土
に
要
す
る
期
間
は
３
ヶ
月
以
内
と

　

す
る
こ
と
。

⑷
盛
土
面
積
は
、
原
則
10
ア
ー
ル
以
下
と

　

す
る
こ
と
。

⑸
盛
土
の
高
さ
は
、
原
則
と
し
て
概
ね
１

　

メ
ー
ト
ル
以
内
と
す
る
こ
と
。

※
詳
し
い
内
容
は
左
記
ま
で
。
届
け
出
用

　

紙
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
備
え
て

　

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

堀
川
ダ
ム
祭
り

　

西
郷
村
に
あ
る
堀
川
ダ
ム
で
は
本
年

も
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」（
７
月
21

日
〜
31
日
）
に
ち
な
み
、
ダ
ム
施
設
等

を
一
般
に
開
放
し
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

　

７
月
28
日
㈯　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

堀
川
ダ
ム

　
（
西
郷
村
大
字
真
船
字
横
川
地
内
）

●
内
容　

ダ
ム
監
査
廊
（
ダ
ム
堤
体
内
の

　

ト
ン
ネ
ル
）・
ダ
ム
操
作
室
の
見
学
・

　

上
流
・
下
流
広
場
の
解
放
等

●
参
加
費　

無
料

■
問
合
せ　

　

県
南
建
設
事
務
所
地
域
保
全
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
３
｜
１
５
２
６

親
子
食
育
料
理
教
室

●
内
容　

　

①
調
理
実
習　

楽
し
い
朝
ご
は
ん
「
ご

　
　

は
ん
を
主
食
と
し
た
西
郷
産
の
野

　
　

菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
」

　
　

講
師　

日
比
野
恒
夫
先
生

　
　
（
四
川
料
理
「
石
林
（
シ
ー
リ
ン
）」
代
表
）

　

②
食
育
の
お
話

　
　

講
師　

遠
藤
典
子
先
生

　
　
（
県
南
教
育
事
務
所
指
導
主
事
）

●
日
時　

７
月
21
日
㈯　

10
時

●
場
所　

西
郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

村
内
小
学
校
児
童
・
中
学
校

　

生
徒
と
保
護
者

●
募
集
定
員　

親
子
15
組

●
参
加
費　

一
組
４
０
０
円

●
持
参
品　

ハ
ン
カ
チ
・
エ
プ
ロ
ン
・

　

三
角
巾
・
筆
記
用
具

●
締
切　

７
月
13
日
㈮

●
申
込
み
方
法　

費
用
を
そ
え
て
各
小

　

中
学
校
へ

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
給
食
セ
ン
タ
ー

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
所
得
税

が
課
税
さ
れ
る
方
は
白
河
税
務
署
で
、
所

得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
は
税
務
課
窓
口

で
申
告
で
き
ま
す
。）
毎
年
必
ず
所
得
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

盛
土
届
け
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

田
畑
等
に
盛
土
を
行
う
（
農
地
と
し
て

利
用
す
る
）
場
合
は
、
次
の
要
件
が
必
要

で
す
。

⑴
農
地
の
耕
作
者
自
ら
行
う
も
の
で
あ
る

　

こ
と
。

⑵
盛
土
は
、
耕
作
に
適
し
た
良
質
土
を
使

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                                                                                        （生 活 安 全 ）
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

行政サービスセンター 31-2237 議 会 事 務 局 25-2980
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

農業委員会事務局 25-2946
西郷村土地改良区 25-1116

包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学 校 教 育 課 25-2370
商 工 観 光 課 25-2910 学校給食センター 25-1256
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  7. 1 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  7.  8 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
  7.15 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  7.16 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  7.22 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  7.29 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060

●内科医　休日当番日（白河地区）
  7. 1 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
  7.  8 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455
  7.15 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101
  7.16 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
  7.22 吉 田 外 科 医 院（白河市）☎ 23-4033
  7.29 わたなべ内科医院（白河市）☎ 22-1531

平成 19 年 7 月１日より高速バス ‘郡山駅～新越谷駅線’『あだたら号』の時刻表が改正になりました。

なお、高速バス ‘福島～新宿線’「あぶくま号」のダイヤは、従来どおりです。

郡 山 駅 前
福 島 交 通
須賀川営業所

西 　 郷
バスストップ

新 越 谷 駅
西 　 口

7:40 8:05 8:32 11:00
9:40 10:05 10:32 13:00
14:15 14:40 15:07 17:35
16:15 16:40 17:07 19:35
18:15 18:40 19:07 21:35

新 越 谷 駅
西 　 口

西 　 郷
バスストップ

福 島 交 通
須賀川営業所

郡 山 駅 前

7:20 9:48 10:15 10:40
9:20 11:48 12:15 12:40
11:20 13:48 14:15 14:40
15:20 17:48 18:15 18:40
18:20 20:48 21:15 21:40

☆郡山⇒新越谷駅 ☆新越谷駅⇒郡山

平 成 1 9 年 度
国民健康保険税の税率 医療分 介護分 昨年度との変更点

平等割
１世帯についてか

かる額
33,000 円 4,700 円 変更なし

均等割
被保険者１人あた

りの額
26,000 円 6,800 円 変更なし

資産割
固定資産税額をも

とに計算
35.00％ 3.00％ 変更なし

所得割
平成 18年中の所得を

もとに計算
7.45％ 1.70％ 変更なし

年税額の最高限度額 56万円 9万円

医療分の限度額

53万円→ 56万円

に変わりました。

　　「社会を明るくする運動」はすべての国民が、「社会を明るくする運動」はすべての国民が、
犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更正に犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更正に
ついて理解を深め、それぞれの立場において力ついて理解を深め、それぞれの立場において力
を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こを合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。うとする全国的な運動です。

７月は「社会を明るくする運動」強化月間です。７月は「社会を明るくする運動」強化月間です。
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米小学校の紹介 　米小学校の起源 　 

児童数 169 名 学級数８ 教職員数 15名

　　　　米小学校の歴史　　　　　　　
明治　８年　米小学校開校
明治２０年　米村尋常小学校となる
明治３４年　西郷第三尋常小学校と校名改称
昭和１６年　西郷村米国民学校となる
昭和２１年　西郷村立米小学校となる
昭和２８年　校歌制定
昭和４５年　学校保健文部大臣表彰
平成　３年　現在の米字向山に新築移転
平成　４年　プール完成
平成１２年　学校ビオトープ完成
平成１７年　学校給食優良校表彰
平成１８年　学校ビオトープ優秀賞受賞
平成１８年　よい歯の学校最優秀校受賞

【 米 小 学 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 】米 小 学 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 】

算数におけるティームティーチング

「よい歯の学校」の継続「きょうだい学年」活動の充実

　子ども一人ひとりの学習の速さや学習スタイル、さ

らには習熟度に対応し、各学年で身につけるべき基礎

　「きょうだい学年」（1・6年、2・4 年、3・5 年の組
み合わせ）を設定し、定期活動及び随時活動において

　子どもたちのむし歯予防について、毎日の給食後の
歯磨き指導はもちろん、フッ素洗口、学校歯科医や歯

的・基本的な内容の確実な

定着を目指し、全学年の算

数の学習において２名の教

師による「ティームティー

チング」を行っています。

科衛生士による指導、歯磨
きチャンピオン大会の開催
など継続的に取り組んでい
ます。
　県学校歯科優良学校表彰
では、４年連続の受賞に輝
き、特に昨年度は「最優秀
校」に選ばれました。

野菜の栽培活動や、除草作
業をしたり、遊んだりする
といった体験的な活動の中
で「互いに助け合う心」「思
いやりの心」「感謝の心」
の育成を図っています。

▲２名の教師による算数指導

▲サツマイモの植え付け ▲歯科衛生士による指導

不学に人なからしめ事を期す」
と、学制が発布されたことから、
同８年１２月１２日に区長  深
水見頼寛、戸長　沢井氏吉、学
区取締　櫛田忠助らと協議の
上、米小学校を米村字米村９番
地蓮花寺内、坪数１６坪を教室
に充て、米村、長坂、柏野、熊
倉の４ケ村を通学区域として開
校しました。

　明治５年、明治政府より「邑に不学の戸なく家に

「ビオトープ」を活用した自然体験学習

　校地内につくられた「ビオトープ」では、メダカ、
ヤゴ、カエルなどの生き物やミズバショウ、花ショウ

▲ビオトープの散策

ブなどの湿地の植物とたっ
ぷりと触れ合う体験的な学
習が行われています。
　ビオトープの整備にあ
たっては自然観察園ボラン
ティア委員会を中心とした
保護者・地域の方の協力を
頂いています。

　　　　　　教　育　目　標
　「心身ともに健康で、主体的・創造的に生きる　
　  児 童の育成」

　○　進んで学ぶ子ども
　◎　思いやりのある子ども
　○　体をきたえる子ども



日 月 火 水 木 金 土
1
第 32 回 村 内 総
ぐるみ一斉清掃
（8:00 村内全域）
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

2
村内小学校巡回図
書（9:00 村内小学
校）

3
総合検診～ 20 日　
（下記参照）
寿学級（10:00 アク
ティブセンター）
少年少女バレーボー
ル教室（19:00 村民
体育館）

4
県立移動図書館あ
づま号巡回（15:30
文化センター駐車
場）

55
おはなし会（9:30
米小学校）

6
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）
七夕誕生会（10:00
みずほ保育園）
たなばた会（10:00
まきば保育園）

77

8
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

9
母子手帳交付・健
康相談日（13:00
保健福祉センタ
ー）

10
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
少年少女バレー
ボール教室（19:00
村民体育館）

1111 12
おひざにだっこの
おはなし会（10:30
文化センター）

13
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）

14
日赤奉仕団太陽の
国奉仕作業（6:30
太陽の国病院）

15
健康ウォーキング・
ふるさと講座（文化
財巡り）（8:00 折口
原ソフトボール球場）
さ わ や か 直 売 所
（8:30 折口原農協精
米所前）

16  海の日
夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動
～ 25日

17
少年少女バレー
ボール教室（19:00
村民体育館）

18
移動民生児童委員
会協議会（13:30
那須町）

1919 2020
第一学期終業式
（各小中学校）
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）

2121

22
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

23
献血バス来村（13:00
文化センター）
母子手帳交付・健康
相談日（13:00 保健
福祉センター）
行政相談所（13:30
文化センター）

24
少年少女バレー
ボール教室（19:00
村民体育館）

25
歯科クリニック（幼
児 13:00、6 歳 児
13:45 保健福祉セン
ター）
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活
支援センター）
第 7回農業委員会総
会（13:30 プレハブ
会議室）

26
西郷っ子ふれあい体
験塾～ 27 日（7:30
いわき海浜自然の
家）
12～ 13 ヶ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）
花火大会（17:30 み
ずほ保育園園庭）

27
生 活 総 合 相 談 所
（9:00文化センター）
4ヶ月児検診（13:00
保健福祉センター）
夕涼み会（17:30 ま
きば保育園園庭）

28
少年少女合唱クラ
ブ（9:00 文化セン
ター）

29
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

3030 31
少年少女バレー
ボール教室（19:00
村民体育館）

●総合検診（7:30 ～ 9:30 受付）

7/3 西郷村保健福祉センター　　　　　　7/11 米公民館
7/4 西郷村文化センター　　　　　　　　7/12 米公民館
7/5 西郷村文化センター　　　　　　　　7/13 真船コミュニティセンター
7/6 西郷村文化センター　　　　　　　　7/17 西郷村保健福祉センター
7/7 大平コミュニティセンター　　　　　7/18 一の又多目的研修施設
7/9 西郷村保健福祉センター　　　　　　7/19 上羽太コミュニティセンター
7/10 報徳地区集落センター　　　　　　  7/20 西郷村保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

2007 年 7 月
July行事
レカ ンダー

●今月の顔────
6～ 7ヶ月児健康相談 (6/5) に来ていた

　　　　　　　　　甘えん坊な子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・7/1 あそびの学校「涼しい音色いろどり風鈴」　　　　　
（ジャスコ白河西郷店 13:30）
・ 7/1 白河天道念仏さんじもさ踊り　　　　　　　　　　
　（白河関辺・八幡神社 11:30）

・7/7 ～ 8 あじさい祭り（白河関の森公園 10:00） 

・7/21 ～ 弓 矢・ や り 投 げ 体 験（ ま ほ ろ ん ① 10:30              
② 13:30）  

・7/28 ～ 29 YOSAKOI ソーランジュニア東日本大会　　
　（天栄村役場前 28 日前夜祭 18:00、29 日 8:45）    

・7/28 “真夏の夜の鼓動”（矢吹町大池公園 16:00）

人口と世帯数（6月 1日現在）人口 19,691 人（前月比 +13）男 9,934 人（± 0）女 9,757 人（+13）世帯数 6,399 戸（+2）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/ ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。


